
 
 
 
 

　「審議まとめ」から 

 

 

　　 

「多様な子供たちの「深い学び」を確かなものに ❹ 
 

 
【「統合的な理解・総合的な発揮」の学習評価】 
 
◆　「統合的な理解・総合的な発揮」のみを取り出して 

規準を設定し、達成状況を直接的に評価を行うことは 

求めず、「統合的な理解・総合的な発揮」は各学校に 

おける単元構想を含む指導・評価の計画や実施の質を 

構造的に支える役割を果たすものとして整理するのが 

適当である。 

 

◆　すなわち、「統合的な理解・総合的な発揮」は、 

それ自体の達成状況を独立して評価する必要はないが、 

多様な児童・生徒の深い学びの実現に向けた単元構想 

を行う際の方向目標となるほか、学習評価では、単元 

を通じた個別の資質・能力の育成状況を見取る際の重要な視点として機能する。 

 

◆　「統合的な理解・総合的な発揮」は付加的な内容ではなく、現行の内容から学習の本質や共通

する構造等を抽出し、改めて示した性質のものであるため、個別の資質・能力は「統合的な理

解・総合的な発揮」に至る要素として示すことになる。したがって、例えば、各単元の学習の成

果の質を評価する際（特に「A：十分満足」と判断する場合）には、「統合的な理解・総合的な発

揮」の記載を踏まえるなど、個別の資質・能力の達成状況を評価していく中で結果として「統合

的な理解・総合的な発揮」の育成状況を見取っていることとなることに加え、個別の資質・能力

を複数横断したパフォーマンス課題を設定する場合も十分考えられる。これらのことから、「『統

合的な理解・総合的な発揮』は学習評価と無関係である」といった誤解が生じないよう、丁寧な

説明に努める必要がある。 
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　一番確実な未来予知 

 

 

 

 
 

※　学習指導要領に、新たに創造的・論理的思考が盛り込まれたのは、こうした背景があると考えます。

　　　経営学者　ピーター・ドラッカー　 
 

未来を予知しようとすることは、夜中に田舎道をライトもつけずに走りながら、後
ろの窓から外を見るようなものである。一番確実な未来予知の方法は、未来自体を造
り出してしまうことである。 

出典：「賢人たちに学ぶ　自分を超える言葉」本田季伸著（かんき出版）


